
株式会社ルネッサンス・
エナジー・リサーチ

低炭素社会の実現を加速する革新的CO2分離・回収技
術であるCO2膜分離技術と高性能メタン化触媒および
将来の水素社会の基盤技術となる高性能水素製造触媒

導入事例・実績

事業計画

水素製造プラントや天然ガス採掘の際にCO2を除去するため主として用いられている化学吸収法は、非常にエネルギー多消費
型のプラントとなっています。当社が新規開発したCO2分離膜システムは、水素製造や天然ガス採掘時のガスが本来有してい
る数百kPa～数MPaの圧力を利用するだけでCO2を分離可能で、新たなエネルギーを殆ど必要とせず大きな省エネ効果を達成
可能です。また、現状、高性能が要求される燃料電池用水蒸気改質触媒はRu触媒が使用されていますが、資源の制約があるた
め、当社ではRu触媒並みの性能を有するNi系触媒を開発しており、Ru触媒を大きく上回る改質性能を安定して維持すること
に成功しています。また CO2と水素からメタンを合成するメタン化触媒についてもRu触媒より優れた低温活性を有するNi系
メタン化触媒の開発にも成功しています。

創業者の岡田治が前職の大阪ガス時代に培った触媒関
連技術を、幅広い領域で事業展開する目的で2004年に
設立。大阪ガスより関連特許の製造・販売・ライセン
スの権利を受け、ガス会社では参入が難しかった事業
ドメインをターゲットにしています。現在は、水素製
造用各種触媒の国内外の化学会社、石油会社への販売
を進めるほか、神戸大学との連携により独自開発した
CO₂選択透過膜のCO₂分離・回収技術への応用開発も
進めています。

水素製造用各種触媒は、国内外の多数の化学会社、石油会社などへの触媒・プロセス
技術の製造販売・ライセンス実績があります。

CO2膜分離法を採用すれば、現状、大きな課題が残る水素ステーションの高効率化やコンパク
ト化、コストダウンが可能となります。今後は CO2膜分離法の特徴を生かしてバイオガス、
DAC（直接空気回収）など様々な分野への応用展開を進めていきます。さらに、当社は高い低
温活性を有するメタン化触媒の開発に成功しており、CO2膜分離で除去したCO2の再資源化技
術開発を進め、低炭素社会の実現に貢献します。
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▲CO2とキャリアとの選択的反応を利用する
促進輸送膜の模式図

▲高性能水素製造用水蒸気改質触媒の連続評価結果 ▲高性能メタン化触媒の温度依存性

技術・サービスの強み

ここに注目！
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Ni系開発触媒（改良型）

Ni系開発触媒（開発初期型）
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